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ことを試みる．また既報[1]のとおり，Fig. 1のように冷走試験において 40,000 rpm付近から後側
軸受温度が急低下する現象が確認されており，その現象解明を試みた結果を報告する． 
 




る．エンジン断面図を Fig. 2 に示す．圧縮機とタービンを分離するためにセグメントシールが装
備されており，そのシールパージとして窒素ガスを流入させている．設計時に想定した内部フロ
ーパスは Fig. 2の矢印で示したとおりである． 
 
 
Fig. 1 Bearing Temperatures in Cold Flow Test. 
TBRGF: Front bearing Temp., TBRGR: Rear bearing Temp. 
Fig. 2 Cross-sectional View of the GG-ATR Engine. 
  





















の流量との関係を Table 2に示す．ここでの mは各リンクでの質量流量である． 
Table 1 Pressure Measurement Points  Table 2 Relationship Between Link and Flow Rate 
項目 計測場所  Mass flow rate Link point Mass flow rate Link point 
PCDIN 圧縮機ディフューザ入口静圧 m1 L1 m8 O2 
PSSIN セグメントシールパージ静圧 m2 L2 m9 O3 
PBRGF 前側軸受冷却ガス静圧 m3 L3 m10 G1 
PHPin 高圧タービン入口全圧 m4 L4 m11 O4 
PBRGR 後側軸受冷却ガス静圧 m5 L5 m12 G2 
PCOUT 圧縮機出口静圧 m6 L6 m13 G3 
PTOUT タービン出口静圧 m7 O1 m14 G4 
 
３－２．ラビリンスシール部の流量 













−m1 + m2 = 0 (3.1) +m3 − m7 = 0 (3.2) +m6 − m5 = 0 (3.3) 
      
+m4 + m5 − m8 = 0 (3.4) +m7 + m8 − m9 = 0 (3.5) 
+m9 − m10 − m11 + m12 





ここで，m:質量流量 g/s, α:流量係数，F:流路断面積 m2，ϕ:理想ラビリンス係数，υ:吹き抜け




























∶ 𝑃𝑖𝑛 ≤ 𝑃𝑜𝑢𝑡 
(3.10) 
 
 𝑃𝑖𝑛，𝑃𝑜𝑢𝑡は Fig. 2の流れに沿った入口部と出口部の各圧力である．流量係数 αは 0.7とする．




















































































































ここで，T:混合後の気体温度 K, 𝐶𝑝:比熱 J/KgK，κ:比熱比である． 
 
４．断熱条件解析結果と考察 






推定結果を Fig. 6に示す．この結果より L3，O1，G2，G3の 4か所において流量が負となってお
り，Fig. 7の赤い矢印で示した部分で逆流が発生していることがわかる． 




いることから L4もしくは L5（=L6）と特定される．L4はシールパージ用の常温の GN2であ








討した．実験を実施した時の前側軸受室パージガス圧力は 0.18 MPaA，後側は 0.15 MPaA であ
る．軸受室圧力を高めることにより，タービン駆動ガスの軸受部への流れ込みが解消できると考
えられるため，前側と後側の軸受室パージガス圧力を変化させて解析をおこなった．軸受室パー




Fig. 5 Overall Internal Flow Network Model Fig. 6 Mass Flow Rate of Each Node 
  








































ージ圧力の内部流れへの影響を調べるために，軸受室圧力を 0.4 MPaA に固定し，シールパージ
圧力だけを変化させて解析を行った．シールパージ圧力を 0.3 MPaAから 0.5 MPaA に高めると
L3，O1が減少し，L4，O2 が増加する結果となった．この結果は軸受室圧力を 0.2 MPaAに固定
して解析を実施しても同様であった．このことはシールパージ圧力を高めると S3 の圧力が高く
なり，前側軸受室との差圧が小さくなることで L3と O1の流量が減少したことを意味する． 
L4の逆方向流れを解消するには，シールパージ圧力を増加させることが効果的と考えられる
ため，シールパージ圧を 0.5 MPaAまで増加させた上で，そのときに内部循環流れ全体が適切な







Fig. 9 Mass Flow Rate of Each Node 
(PBRGF&PBRGR 0.42 MPaA PSSIN 0.5 MPaA) 
Fig. 10 Temperature of Nodes 
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